
プロジェクトの概要
本拠点は、SDGs目標（3・9・14・15・17）を踏まえ、アフターコロナ
も視野に、世界規模でのワンヘルスの実現（ワンワールド・ワンヘルス）を
目指し、『「心・体・環境の健康」を基盤とした持続可能型社会を実現』を
拠点ビジョンとして設定する。
世界的な課題である「健康長寿」や「自然環境問題」等に対応した３つ
のターゲット（健康な心／健康な体／健康な環境）を、国際動向や国
内・沖縄県内における現状等も踏まえ設定。各ターゲット固有の課題や相
互の関係性に着眼し、これら全てを20年後以降も持続的に守りつつ、各
々の更なる増進発展を図ることを目指す。
グローバルで多様なパートナーシップの下、スタートアップ大国イスラエルが
国家戦略に掲げる「バイオコンバージェンス」を基軸とした先端科学・学際
的アプローチによる５つの研究開発課題を実行し、課題解決や価値創出
の新たな方策（ディープテック・ソリューション）の提示を通じて人類や国
際社会の幸福を最大化する。
VCや海外パートナーも含めた「産学官金共創型グローバルプラットフォ
ーム」を基盤とした持続可能型マネジメントシステムを構築し、先端的・革
新的な研究開発を起点としたスタートアップ創出や投資促進等新たな価
値創出・社会実装等を先導する。
大学のミッションを踏まえ、OIST固有の強みである「先端性・学際性・国
際性」や沖縄の有する「地理的優位性・潜在力」を最大限に活かした取組
を戦略的に実行し、拠点ビジョンを実現する。

拠点名称：「心・体・環境の健康」を基盤とした持続可能型社会を実現する
グローバル・バイオコンバージェンスイノベーション拠点

共創の場形成支援プログラム（COI-NEXT）【共創分野】

代表機関 沖縄科学技術大学院大学 プロジェクトリーダー ニコラス ラスカム
沖縄科学技術大学院大学 ゲノム・遺伝子制御システム科学ユニット 教授

参画機関
琉球大学、帯広畜産大学、筑波大学、一橋大学、理化学研究所、モントリオール大学、メルボルン大学、カリフォルニア大学、カタルニアナノサイエンス・ナノテクノロジー研究所、ワイツマン
科学研究所
サントリーホールディングス株式会社、株式会社ソニーコンピュータサイエンス研究所、NTTコミュニケーションズ株式会社、株式会社NTTドコモ、株式会社コランダム・システム・バイオロジー、
ライフタイムベンチャーズ合同会社、SCSK株式会社、株式会社アラヤ、琉球フットボールクラブ株式会社、瀬良垣ホテルマネジメント株式会社、公益財団法人沖縄県産業振興公社、
一般社団法人座間味村観光協会、沖縄市立郷土博物館、沖縄県立球陽高等学校、Motif FoodWorks,Inc.、AION Labs Ltd.、沖縄県、恩納村、座間味村


